
第4回登録システム移行に
関する設定管理者説明会

例） 東京 遠藤幸一

1.参加者
2. …
3.名前を変更する

都道府県名 氏名

2月21日14時～

ビデオoff参加可

システム確認が取れ、説明内容変更 7ページ (25.04.04)



3月10日開始までに
最低限行う管理者設定

団体情報
団体名
団体名カナ

問合せ先メールアドレス

最低1つ

チームの新規登録、脱退は「加盟団体の承認が必要」 チーム継続と構成員個人は自動承認
審判員資格は加盟団体承認必要設定
講習会による資格登録の承認設定は、講習会の主管となっている場合、承認設定に関わらず「自動承認」

各種登録料設定 （未設定）のままにならなうように



新システムによる2025年度
登録は3月10日スタート

アクセス不可

2月24日11:00 ～
3月6日11:00

テスト環境利用期間 ～制限なし

旧システム利用期間 ～2/28 11:00



・メンバーは、本会登録をして個人IDを取得した人、全員を示します。登録料は不要です。
・構成員は本会主催大会等に参加する「選手」「選手以外」の人で、登録料が必要です。
・構成員はチーム所属の有無で区分されます。選手は必ず「チーム所属あり」です。
・本会認定の資格は「審判員」「指導者」の2種類があります。それぞれ資格を取得保持するためには別途、
資格登録料が必要です。



審判講習会



審判講習会



団体役員

■ポイント
• 団体役員は「構成員」として登録する必要がある。
• しかし、ＡとＢ両方に登録できてしまうため、要注意

（登録料の二重取り）

A,B登録しても登録料の二重取りは発生しなくなりました。
ただし、Aにはブロック料、加盟団体登録料が加算されます。
Aで登録完了した人がBで登録した場合、追加費用は発生しませんが、逆の場合、ブロック料と
加盟団体登録料が請求されます。



団体役員

現時点では、団体役員の年齢区分に一律、設定金額を加えて
Bの登録者に県上乗せ登録料を追加することが可能



団体役員

構成員となる登録とは別に、「委員会一覧」において、各部署や担当名
を設定し、団体役員の個人ID
を入力、登録することで、「委
任」「管理」をすることが可能

不都合な部分の改修、金額追
加の設定可否など調整中



移行作業について



移行作業について

チーム責任者の
新システムでの
メンバー登録

8,9で始まる個人IDの有無

あり なし

個人移行
作業

新システム
で個人ID
を発行

チーム情報の
引継ぎ

・旧システムログイン時に使用していた
「登録担当者ID」(=5あるいは6あるいは7、
から始まる10桁のID)
・登録担当者氏名カナ（セイ）
・登録担当者氏名カナ（メイ）

チーム責任者の
マイページから
メンバー移行作業

①チーム登録申請
②メンバー代理登録申請

・直近所属メンバーの表示
・個人IDを持つメンバー
（個人IDとシメイ）

・個人IDを持たないメンバー
（氏名・シメイ・生年月日）



移行作業について

チーム責任者の
新システムでの
メンバー登録

チーム情報の
引継ぎ

5あるいは6あるいは7から
始まる10桁の所属団体ID
・登録担当者氏名カナ（セイ）
・登録担当者氏名カナ（メイ）

8,9で始まる
個人IDの確認



愛知体操協会からの質問

ブロック チーム登録料（未設定）の件

業者がすべて0円に設定対応
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